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点が対応する距離を乗じて（Alであれば 750m、A2であれば500m(2004年 9月）、図 3参照）、
それらを合計し単位海岸線あたりの湧出量を算出した（図 3）。その結果、 2004年9月にはラインA
では 1905.3m2/d、ライン Bでは 1035.lm2/dという結果が、また、 2005年 5月にはラインAでは
1324.9m2/d、ラインBでは646.4m2/dとしづ結果がそれぞれ得られた。2004年9月と 2005年 5月
の結果を比較すると、全体的に 2004年度の方が高い湧出量が得られている。図4は2003年9月か




果を比較すると、 2004年 9月 ・2005年 5月ともにラインAの方が高い湧出量が得られている。こ
の原因については未だ明らかにされていないが、地下水流出に影響を与える要因としては、湾の形状
や波などの要因が考えられるため、そのような要因の影響を受けやすい地点にあるか否かによるもの
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